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1）面積が 2ha以上の３候補地を加えた計 27公園、2）利用価値の高い 21候補地を加えた計 45公園、3）利用









審   査   の   要   旨 
インドネシアの大都市では、急激な都市化や工業化に伴って緑地の減少が加速しているが、その地理的実態
や土地利用変化のメカニズムは必ずしも十分に解明されていない。本論文では、衛星画像データを用いて土地
利用・被覆の空間分布を可視化するとともに、現地フィールドワークを駆使して、公園への転用が可能な未利
用地を探索している。さらに地理空間情報技術の活用によって、都市公園として機能する開発適地を客観的に
探り出している。本論文で用いた分析枠組には斬新性が認められ、とくに GISやリモートセンシング技術を活
用した土地の分類法、土地利用推移のモデル化や需要の予測などは独創性の高い研究手法として特筆される。
加えて、航空レーザー測量データやデジタル住宅地図、小地域センサス人口データなどを駆使して、建物毎に
居住人数を推定するとともに、公園利用に対する需要密度を導出した点は注目に値する。発展途上国でこのよ
うなデータを取得し、利用することはきわめて難しい。地理学の発展に寄与する重要な研究である。 
現地で綿密なフィールドワークを実施し、土地所有者の意向、住民の公園利用に対する満足度、近隣の居住
環境、公園に対する利便性や嗜好を量的および質的に解明し、GIS分析の結果を補完したことも本研究のオリ
ジナリティを高めている。分析結果を踏まえ、持続的発展の有効な手段として、就業場所と公園とのアクセス
を改善する歩道整備の重要性を提言しており、この点でも本論文は独自性を有している。本研究で構築した方
法論は、スラバヤ市にとどまらず、緑地の減少に悩む人口急増都市の施策・計画にも大いに貢献が期待される。 
平成31年１月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
